
社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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編　集／金沢大学総務部広報室
所在地／〒920-1192 石川県金沢市角間町
　　　　tel.076-264-5024 fax.076-234-4015
U R L ／ www.kanazawa-u.ac.jp/
Email ／ now@kanazawa-u.ac.jp/

※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］

15

16

17

18

19

20

大学名順位 授与件数

8

9

10

11

12

13

14

大学名順位 授与件数

1

2

3

4

5

6

7

大学名順位 授与件数

■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］

15

16

17

18

19

20

大学・機関名順位 採択件数

8

9

10

11

12

13

14

大学・機関名順位 採択件数

1

2

3

4

5

6

7

大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度
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年
度
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年
度
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年
度
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年
度

12
年
度
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年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館
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年
度
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年
度
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年
度

10
年
度
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年
度
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年
度
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年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］
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韓国15人
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アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人
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5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9



社会貢献9
地域・社会とともにある大学を目指し
積極的な社会貢献活動を展開
■金沢大学は，これまで全国の国立大学に先駆けて「地域貢献推進室」

を設置，「地域貢献コーディネーター」を配置するなど全国をリード
する取り組みを実施してきました。現在では「地域連携推進センタ
ー」が本学の社会貢献の中核を担い，文部科学省の競争的資金や民
間ファンドの支援を獲得するなど，積極的に事業を展開しています。

■国からの運営費交付金約162億円は，収入予算額の約30％を占め
ています。

■金沢大学の予算額を地方自治体の2014年度一般会計予算額と比
較してみると，石川県の約1／10，金沢市の約1／3，白山市より多
い金額となっています。

里山・里海プロジェクトによる人材養成
人口減少，高齢化が進む地域社会に対応できる人材養成の取り組みとして，これま
で，能登の里山里海資源を活用した産業活動の創出や，都市圏の若手人材に対しア
プローチするさまざまな活動を展開してきました。そうした里山・里海の連携活動や
研究成果を大学の教育活動に生かして，学域・学類や大学院の特性に応じた里山里
海の再生に資する人材を育成する「里山再生学の構築」も行っています。今後も，
2012年度から実施している能登の次世代のリーダーを養成する新しい人材養成事
業「能登里山里海マイスター育成プログラム」や13年度に採択された文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」を通し，地域の課題発掘・解決に資するリー
ダー人材の育成を推進していきます。

能登におけるリージョナルセンターへの取り組み
能登半島では，地元自治体と強い連携を図りながら，金沢大学にしかできない特色あ
る教育及び地域研究を実施するための拠点として，「能登オペレーティング・ユニッ
ト」を設置し，大気観測による東アジアの環境研究や生物多様性の生態調査などを
進めており，地域と連携した教育研究活動を通した地域社会の問題解決や活性化に
寄与しています。また，地域住民の新たな学びの場として金沢大学珠洲サテライトを
開設。遠隔地教育システムで公開講座などを提供することで，地域の知の拠点とし
ての機能を強化し，社会に貢献しています。

■附属図書館は，中央図書館（角間キャンパス北地区），自然科学系図書館（角間
キャンパス南地区）及び医学図書館（宝町・鶴間キャンパス）の3館で構成され，
合わせて年間約75万人の入館者と，13万6千冊の館外貸出があります。

■県内公共図書館と協力して図書館ネットワークを形成しており，来館の
利用者（北陸3県在住者）に直接貸出をするほか，公共図書館を窓口とした
貸出の申し込みも受け付けています。また，平日は午後10時まで開館し，
中央図書館では日曜日も開館するなど，社会人や地域の方にも積極的に
学習の機会を提供しています。

■金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）により，本学教職員の教育・研究活動
の結果として生み出された学術成果（論文や研究データなどのコンテンツ）
を電子的な形態で保存し，インターネット上で世界に向け公開しています。

附属図書館・資料館12
蔵書数は186万冊。 検索も可能です。
電子ジャーナルは7,000タイトル以上と充実。
図書館ウェブサイト
  http://library.kanazawa-u.ac.jp/
金沢大学の研究成果も発信中
  http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/

国際交流・外国人留学生11
環日本海の基幹大学，
東アジアのアカデミアの拠点として，
アジア地域との交流を積極的に推進
■金沢大学は，環日本海域の基幹大学，東アジアのアカデミアの拠

点として，中国，韓国をはじめとするアジア地域との交流を積極
的に推進しており，交流協定校の半数以上がアジアの機関，受入
学生の8割以上がアジアからの学生です。

■金沢大学で学ぶ外国人留学生は，世界42 ヶ国・地域からの計495人
です。うち86％にあたる424人がアジア地域からの留学生です。
中でも，中国からの留学生が一番多く，217人を数えます。

■近年では，毎年50名余りの学生が協定校に留学（期間3ヶ月～1年）
しています。留学先で多い国は，イギリス，アメリカ，ドイツ，中
国です。このほか，アメリカ，ドイツ，フランス，中国の協定校等の短
期語学研修プログラムに派遣するなど海外留学を促進しています。

［40 ヶ国1地域192機関と国際交流協定締結］
ロシア及びNIS

8機関

中南アメリカ
3機関

北アメリカ
14機関

アジア
122機関

［蔵書総数］ ［学外からの利用者］

蔵書総数
1,864,667冊

雑誌
35,970種

和書
1,190,249冊

入館者　　753,641
貸出冊数　136,247

860,897冊
326,946冊

195,586冊

192,671冊

133,766冊

154,781冊

洋書
674,418冊

2,724人

4,133人

2,738人
3,153人

2,957人

2,327人

3,281人

■資料館は1989年，金沢大学の角間移転を機に設置され，文化史，自然史，科
学史にわたる「学術標本」や「金沢大学史料」を収集・保存し，公開していま
す。主なコレクションとして，加賀藩藩校「明倫堂」「経武館」の扁額，第四高
等学校の物理実験機器，著名な宗教家暁烏敏収蔵の陶磁器コレクションな
どを所蔵しており，特別展・企画展や年数回の特別展示等を開催していま
す。また，石川四高記念文化交流館の展示企画にも協力しています。

附属病院13
1日平均患者数は2,313人，ベッド数合計838床，
看護師876人を含む合計1,807人のスタッフで
手厚い医療･看護を実施

内科・外科部門を中心に，
各臓器別・疾患別に32科の専門診療科

収入・支出予算額14
2014年度予算額は約534億円
［2014年度の収入予算額と支出予算額］

■ 附属病院は，高度で良質な医療を提供する特定機能病院として，患者のか
かりつけ医である地域の病院・診療所，そして保健行政機関，医師会等との
地域医療支援ネットワークづくりを進めています。2007年には厚生労働
省から「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定を受けました。石川県の中
心的ながん診療機能を担い，地域医療機関等と協力しながら，より良いが
ん医療を提供しています。

■ 2010年に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver.6.0）認定
を受け，患者さんへの安全で良質な医療や看護を提供している現状が評価
されました。

■ 2011年からは金沢先進医学センターとの連携により，病気の発見にとどま
らず，専門医が健康増進や疾病予防のアドバイスを行い，全身をトータルに
管理するプレミアムドックを開始しました。

■2013年2月，北陸3県の6大学が，医師主導治験を多施設共同で行うことで国
際水準の質の高い臨床研究体制の構築を目指す「北陸臨床研究推進機構」を
設立しました。6大学と連携病院で形成した治験・臨床研究ネットワークの
中心としての機能を果たしていきます。

■2013年4月には石川県と連携し，TV会議システムやトレーニングシミュ
レーターを備えた「金大病院CPDセンター」を設置しました。県内における
医療人の育成，専門職能力開発，生涯学習の充実および医療レベルの向上を
目的としています。

診療科数　32科
診療状況

外来 入院

ベッド数　838床

延患者数
383,430人

1日平均患者数
1,577.9人

延患者数
268,429人

1日平均患者数
735.4人

※外来診療日数243日　※患者数は2013年度

（単位：百万円）

収入総額
53,356
百万円

支出総額
53,356
百万円

運営費
交付金
16,199

長期借入金収入　1,091

学生
納付金収入
5,802

雑収入　252

目的積立金等　742

長期借入金償還金
3,288

受託事業等経費
3,840

受託事業等収入
3,840

施設整備費補助金　1,464
国立大学財務・
経営センター施設費交付金　51

附属病院
収入
23,915

施設整備費　2,606

教育研究
経費
22,455

診療経費
21,167

人件費の総額は,
23,703百万円であり,
支出総額の44.4%を占める。

自治体のホームページ公表データより

［2014年度一般会計当初予算額］
石川県

468,878百万円
金沢市

161,540百万円
白山市

50,017百万円

［各キャンパスの面積対比］

［比較例］

職員数15
2014年5月現在，
金沢大学で働くスタッフの数は3,793人

キャンパス面積16
豊かな緑に囲まれた
ロケーションにある角間キャンパス
このメインキャンパスをはじめとする
金沢大学の総面積は，約267万㎡
東京ドームの約57個分

［金沢大学で働く職員数とその内訳］

■金沢大学で働くスタッフ数は常勤2,723人，非常勤1,070人,
合計3,793人。うち教育研究職員が1,207人で，学生10人につ
き，教育研究職員が1人つく割合です。

金沢大学
職員数 合計

（2014年5月現在）
3,793人

教授
375人

教育研究
職員
1,207人

常勤職員
2,723人

准教授
286人

講師
63人

助教
260人

事務職員
417人技術職員

看護師
診療放射線技師など
1,090人

非常勤職員
1,070人

附属学校の教諭
109人

助手 
5人 金沢大学 総面積 2,667,258㎡

②宝町・鶴間キャンパス 151,053㎡
附属病院・医薬保健学域（医・保） ほか

①角間キャンパス 2,008,565㎡

⑦石川県立野球場  20,179㎡
⑧金沢城公園（外堀等含む）
　 約285,000㎡

⑨兼六園  114,429㎡
⑩東京ドーム  46,755㎡
⑪東京ディズニーランド 510,000㎡

本部・人間社会学域・理工学域・
医薬保健学域（薬・創薬）・がん研 ほか

③小立野地区  83,342㎡

④平和町地区  79,876㎡
附属幼・小・中・高

⑤東兼六地区  10,517㎡
附属特別支援

⑥その他  333,905㎡
臨海実験施設
辰口共同研修センター
学生寮・職員宿舎 ほか

③

④

⑤

⑥

②

①

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

特任教員 
109人

役員  9人

収蔵資料総数
約56,000点（　　　　　）

入館者数
5,717人

中央図書館
自然科学系図書館
医学図書館

2007
年
度

08
年
度

09
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

［患者紹介率の推移］

生涯学習10
■金沢大学では，公開講座，オープンキャンパスなど様々な形態で，

開かれた大学づくりを推進し，行政・関係団体・グループなどと
協力し合いながら，各界各層の市民の皆さまの生涯にわたる学
習活動へのお手伝いをさせていただいています。 

■1976年以来，公開講座受講者は15,958人，大学が県内の市や町
と連携して行っている市町共催講座の受講者は69,547人（地域
連携推進センター調べ）となるなど大学の有する資源としての
専門性を生かし，生涯学習社会の構築に寄与しています。

開かれた大学づくりによる，生涯学習へのお手伝い

1,565人の“社会人”が入学
幅広い年齢層を受け入れ

ヨーロッパ
28機関

国際機関
1機関

［受入留学生の出身地域別内訳］ ［過去10年間の派遣留学生の留学先］

中国
217人

イギリス
53人

オーストラリア
8人

マレーシア5人

ノルウェー 6人
インド5人

チェコ5人 ロシア3人
カナダ3人

メキシコ2人
バングラディッシュ1人

ベルギー 6人

スペイン
10人

フィンランド20人

韓国13人 アメリカ
53人

ドイツ
48人

中国
37人

ベトナム31人

台湾
24人

アイルランド12人

フランス
23人

インドネシア
85人タイ22人

韓国15人

バングラデシュ
8人

ヨーロッパ
31人

アジアその他30人

アフリカ6人

北アメリカ12人
ロシア及びNIS9人

オセアニア
5人
中南アメリカ
3人中東5人

受入総計
495人

派遣総計
342人

［社会人入学者の年代別内訳］

公開講座
受講者

（426人）

24人
30人

61人

73人

238人

30代未満
30代
40代
50代
60代以上

社会人学生
合計

（1,565人）

405人

490人
260人

139人

271人

科目等履修生
研究生等

（2014年5月現在）
（210人）

157人

17人
12人

8人
16人

正規学生
（2014年度在籍）

（929人）

224人

443人

187人

17人

58人

広大な角間キャンパス内の里山を地域の住民や学生とともに保全しながら21世紀型
の里山活用を検討する組織として「角間里山本部」が設置されています。ここでは，白山
麓旧白峰村から築300年の豪農民家を移築した金沢大学創立五十周年記念館「角間
の里」を活用しながらNPO等とも連携して，新しい里山の活用方法を提案しています。

角間里山本部による地域連携

関連施設

モノ資料 45,000点
文書資料 11,000点

アフリカ
3機関

オセアニア
8機関

中東
5機関

タイ1人 ベトナム1人

アラブ首長国連邦1人
ポーランド1人

スロバキア
1人

マレーシア16人

地域連携推進センター サテライト・プラザ

能登学舍金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」

■初診患者　■紹介患者　■救急自動車　■逆紹介患者　■紹介率　　■紹介率
 医療法上 診療報酬上

2004年度 05年度 06年度 07年度 10年度 12年度11年度09年度08年度 13年度

1,093
7,156
1,049
9,256

7,524
1,287

11,029 10,216

8,245 8,316

1,496

20,255 18,23320,46722,224

1,432

58.7

66.462.8

7,400

8,881

21,965
45.4

56.8
60.5 61.3

69.1
71.9

10,484

7,324

1,354
10,555

7,709
7,054人
1,345人
10,418人

16,786人

1,199

17,762 17,281

10,562

8,145

1,462

18,010

68.7 68.7
73.7 73.0

70.0

74.7
72.2%
74.9%

65.0
11,262

1,4306,990

21,293

10,268

54.3
50.9
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※このリーフレットの掲載内容及び最新ニュースなどについては，「金沢大学
ウェブサイト」でもご覧いただけます。

※データは特別な記載がある場合を除き，2014年5月1日現在のものです。

■金沢大学では，応募書類作成のための説明会を開くなど，科研費
の一層の獲得増を目指しています。

■2013年度の共同研究・受託研究の合計件数は399件で，10年前
に比べて1.67倍に増えています。

■2012年度の民間企業との共同研究は，全国の国公私立大学の中
では，件数別で18位です。（文科省「2012年度大学等における産
学連携等実施状況調査」より）

■金沢大学における2013年度の共同研究，受託研究，寄附金を
合わせた金額は，26億5,714万円となっており，産学官連携
による資金の獲得を積極的に図っています。

産学官連携 8 

共同研究費等は10年間で61％増。

■金沢大学では，発明は，原則として機関帰属とし，将来，特許として
保有する価値のあるものについて厳選して特許出願しています。

■2013年度は，発明届出79件，出願数53件，特許等実施許諾契約
件数22件，特許等実施料収入29,812千円となりました。 

特許出願は53件 特許等実施許諾契約22件締結
2012年度特許権実施件数 全国11位
特許権実施料収入 全国12位

科研費 7 

・採択件数789件
・採択金額19億8,094万円

［共同研究費等の推移］

日本の学術振興のため優れた研究を
支援する「科研費」の採択金額は
前年度比約11%の増

金沢大学では「先端科学・イノベーション推進
機構」を窓口として，産業界との連携を図るため，
共同研究，受託研究を推進しています。

共同研究費等
10年間で

61%増

共同研究 受託研究 寄附金

■大学の研究面の成果や実績を示す指標のひとつとして「学術論文」
の引用数があります。トムソン・ロイター社「Essential Science 
IndicatorsSM」データベースによれば，2003年1月～2013年12月
の11年間の論文被引用数は，金沢大学は国内で20位,世界558位に
ランクされています。

■分野別では，地球科学分野が国内大学中12位，臨床医学分野が同13位
と，質・量ともバランスのとれた教育重視の研究大学です。

研究 6 教育5

金沢大学の特色ある取組みとして，様々な学生支援を行っています。

■科研費の2014年度国の助成額が2,305億円，と前年度に比べ
約13億円減少するなか，金沢大学は採択件数で62件，採択金額で
約2億900万円増加しています。

本当に学びたいものが学べる学士教育

様々な学生支援を展開

学位授与数は全国20位

学術論文被引用数，国内20位
地球科学分野では国内12位
臨床医学分野では同13位

［日本の論文の引用動向　2003.1-2013.12　日本の研究機関ランキング］
【①全分野（ALL FIELDS）　5,586機関】（論文被引用数で上位1％に含まれる機関数）

朝日新聞社「大学ランキング2015年版」より

［2012年度大学別学位（課程博士）授与者ランキング］
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■「学類」という枠組みで入学した学生は，そこで学びの基礎を固
めつつ，自分が本当にやりたいテーマを探すことができます。

■「経過選択制」により，基礎基本を学びながらじっくりと自分の
テーマを選ぶことができます。

■それぞれの学類・コース・専攻において，必要最小限の科目を「コ
ア・カリキュラム」として整備。学びの核をつくるとともに「主専
攻」「副専攻」を用意。これにより学際的，横断的な学びが可能で
す。

■大学生活のスタートをサポートする導入科目。社会生活の基礎
から現代教養や将来設計まで幅広いレクチャーを受ける「大学・
社会生活論」と，自発的な学習能力の基礎を身につける「初学者
ゼミ」。

■学習・履修方法やコース選択などについて，一人ひとりに親身な
指導を行うアドバイス教員制度。

■履修と大学生活に必要な情報が網羅されている「アカンサス
ポータル」，学習の記録や履歴を見ることができる「学習ポート
フォリオ・システム」やe-ラーニングと呼ばれる講義等，ＩＣＴ
を活用した自学自習を行う環境を整備。

■共通教育機構では，「全学共通科目」を開講し導入教育を行うとと
もに，広い視野や現代的問題意識を養う「総合科目・テーマ別科目」，
学問体系の基本を学ぶ「一般科目」，言語能力を培う「言語科目」
など，多彩な科目群を用意。また，2011年度から，学生の体系的履修
のガイドとして「共通教育特設プログラム」を編成するなど，改革
を進めています。

組織・沿革 1 

附属病院
がん進展制御研究所
附属図書館

3学域・16学類
人間社会学域
　人文学類／法学類
　経済学類／学校教育学類
　地域創造学類／国際学類
理工学域
　数物科学類／物質化学類
　機械工学類／電子情報学類
　環境デザイン学類
　自然システム学類
医薬保健学域
　医学類／薬学類
　創薬科学類／保健学類

大学院5研究科
教育学研究科
人間社会環境研究科
自然科学研究科
医薬保健学総合研究科
法務研究科（法科大学院）

金沢大学
1949年
5月設置

■金沢大学の起源は1862年の加賀藩彦三種痘所まで遡ることができ，
150年以上の歴史があります。

■様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ，1949年5月に新制大学として発
足しました。 

■2004年4月に設置者を国から国立大学法人に変え，新たな一歩を踏み
出しました。

■2008年4月，社会の要請に応じた優れた人材の育成と，時代が求める
新しい学問領域の開拓を図るため，これまでの教育組織である8学
部・25学科・課程を3学域・16学類に再編・統合しました。

■2014年5月,「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」という基本理
念に基づき,グローバル社会をリードする人材の育成と,世界に通用する
研究拠点の形成を進めるため,「YAMAZAKIプラン2014」を策定しました。

金沢医科大学
金沢医科大学薬学専門部

石川師範学校
金沢高等師範学校
石川青年師範学校

第四高等学校
金沢工業専門学校

加賀藩
彦三種痘所

1862年

保健管理センター
共通教育機構

国際機構
先端科学・イノベーション推進機構
グローバル人材育成推進機構

男女共同参画キャリアデザインラボラトリー

学内共同利用施設
極低温研究室／資料館／埋蔵文化財調査センター
技術支援センター

入学状況 2 
地元北陸3県を中心に
全国各地から入学者が集まる総合大学
■入学者の地域別内訳は，北陸3県が54％，関東・甲信越地域が

19％，東海地域が15％，近畿地域が6％の順となっています。

［都道府県別※入学者数（2014年度）］

高等学校卒業程度認定試験等合格者 2
14

外国の学校等 10
37

その他（専修学校の高等課程等） 1
1

全体数
入学者 1,775人
入学志願者 5,358人

歴史と伝統を引き継ぎ，未来へ向けて改革する
3学域・16学類・5研究科・1研究所の総合大学
です。

■附属学校幼児・児童・生徒数は，幼稚園119人，小学校658人，中学
校466人，高等学校377人，特別支援学校58人の計1,678人です。

■金沢大学では，就職支援室が中心となって，就職指導・支援の充実
を図るとともに，大学生協とタイアップして公務員試験対策講座
を開講するなど，合格に向けた支援の強化を図っています。

■その成果として，地方公務員試験合格者数は全国の大学の中で常に
上位にあり，難易度がそれに類する国家公務員一般職試験で，
2013年度は行政94名，技術系23名が合格。また，同年度の国家公務
員総合職試験に14名が合格するなど，難関と言われる国家試験で
も健闘しています。

学生数
及び附属学校幼児・児童・生徒数 3 

附属学校を含め
約12,000人の学生が在籍
うち女子学生は4,475人（約37％）

卒業後の進路 4 
学域・学部卒業者の約3割が進学
理工学域においては63％が進学

官公庁へ多くの人材を輩出

（　）内の数値は女子学生の人数及び割合％です。

［附属学校在籍者数］ （単位：人）

合 計 （収容定員 9,444）　10,328（3,657：35％）

幼稚園

小学校

中学校

学校名

119（    58：49％）

658（  330：50％）

466（  231：50％）

在籍者数

高等学校

特別支援学校

学校名

377（  178：47％）

58（    21：36％）

在籍者数

（　）内の数値は女子児童・生徒の人数及び割合％です。

合 計 1,678（818：49％）

［2013年度卒業生進路状況・地域別就職状況・産業別就職状況］　2014年5月1日現在

地域別
就職状況

（1,072人）

卒業生
進路状況

（1,831人）

産業別
就職状況

（1,072人）
進学
29％

その他
7％

臨床研修医
5％

就職
59％

石川
35%関東

14%

富山
福井
22%

東海
14%

その他
8%近畿

7%

民間企業
53％官公庁

26％

その他
2％

教員
11％

独立行政法人等
8％

■学域・学部卒業生の累計は，84,096人に達し，社会の各方面で活躍
しています。

■2013年度学域・学部卒業生（1,831人）の29％が大学院等へ進学。
■就職者の26％が官公庁に就職。就職エリアは北陸が57％でトッ

プ（石川県35％）。

［採択件数・採択金額の推移］

2004年度 13年度 14年度05年度 06年度 07年度 08年度 11年度 12年度10年度09年度

採択金額（単位：千円）

採択件数（単位：件）

（当初内定通知に基づく数値） 

727 789463 455 502 566

1,751,450

1,104,516
1,253,809

1,334,657

1,531,182

559 656 698627583

1,580,774

1,519,486

1,733,046 1,772,030

1,980,940

1,632,971

採択金額
10年間で

79%増

2014.7.30000

学内共同教育研究施設
地域連携推進／学際科学実験／
総合メディア基盤／外国語教育研究
環日本海域環境研究／大学教育開発・支援
環境保全／子どものこころの発達研究 の各センター

○トムソン・ロイター社「Essential Science IndicatorsSM」データベースを基に作成。
　（世界順位等の情報は上記データベースから転記。それ以外は研究推進部研究推進課調べ）
○データは，2003年１月～ 2013年12月の１１年間の論文被引用数等に係るデータ。
○本ランキングは大学のみならず研究所や企業などの研究機関も含んだ研究機関ランキング

であり，大学ランキングではない。

機関名世界順位
東京大学

京都大学

（独）科学技術振興機構

大阪大学

東北大学

（独）理化学研究所

名古屋大学

（独）産業技術総合研究所

九州大学

北海道大学

東京工業大学

筑波大学

慶應義塾大学

広島大学

岡山大学

（独）物質・材料研究機構

千葉大学

神戸大学

東京医科歯科大学

金沢大学

論文数
79,035

58,050

31,300

45,567

44,116

22,419

29,325

27,442

30,552

29,866

25,528

18,353

14,735

15,569

13,703

13,404

11,700

11,386

7,847

8,036

被引用数
1,220,049

843,927

716,431

673,803

528,993

437,811

395,897

362,163

356,088

330,678

291,912

239,617

185,402

177,927

161,723

158,968

150,144

137,079

127,454

106,981

平均被引用数
15.44

14.54

22.89

14.79

11.99

19.53

13.50

13.20

11.66

11.07

11.43

13.06

12.58

11.43

11.80

11.86

12.83

12.04

16.24

13.31

34

57

75

84

131

166

183

206

213

231

262

325

401

411

436

442

452

484

500

558

国内順位
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京大学

京都大学

大阪大学

九州大学

早稲田大学

東北大学

北海道大学

1377

895

677

647

615

589

557

527

396

376

352

289

285

283

248

235

217

211

204

182

 

名古屋大学

筑波大学

東京工業大学

広島大学

中央大学

神戸大学

千葉大学

岡山大学

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

日本大学

明治大学

金沢大学

2004年度

05年度

06年度

07年度

08年度

09年度

10年度

11年度

12年度

13年度

（単位：千円）

291,600

280,210

268,986

231,582

239,892

298,120

273,800

239,021

218,345

311,855 1,049,283

551,216 997,470

489,934 1,095,610

総額
1,652,738

総額
1,828,896
総額
1,854,530

763,242 1,227,731

815,934 1,400,818

862,786 1,139,512

1,184,194 1,074,930

総額
2,222,555

総額
2,300,418

総額
2,456,644

総額
2,532,924

864,357

834,316

1,369,971

1,387,780

281,280 962,916 1,412,946

総額
2,452,673
総額
2,461,117

総額2,657,142

※出身高等学校等の所在地による。

注1）研究代表者の所属する大学等により整理している。

［2013年度科研費　採択件数ランキング(新規採択分)］
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大学・機関名順位 採択件数

東京大学

京都大学

大阪大学

東北大学

九州大学

北海道大学

名古屋大学

1,247 

997 

946 

887 

676 

599 

595 

425 

414 

383 

336 

312 

305 

287 

280 

275 

257 

249 

226 

225 

広島大学

筑波大学

神戸大学

慶應義塾大学

早稲田大学

千葉大学

（独）理化学研究所

東京工業大学

岡山大学

金沢大学

東京医科歯科大学

新潟大学

熊本大学

人間社会学域

理工学域

医薬保健学域

学部

［学域等別学生数］ （単位：人）

学域・学部

3,267
（1,651：51%）

2,720
（   389：14%）

1,913
（   967：51%）

32
（        7：22%）

7,932
（3,014：38%）

学生数 研究科

その他
別科

27
（  27：100％）

専門職学位課程
（法務研究科）

50
（    13：26％）

大学院博士
（博士後期）
課程

975
（  273：28％）

大学院修士
（博士前期）
課程

計 2,369
（  616：26％）

学生数

1,344
（  330：25％）

計

人文学類，法
学類，経済学
類，学校教育
学類，地域創
造学類，国際
学類

数物科学類，物
質化学類，機械
工学類，電子情
報学類，環境デ
ザイン学類，自
然システム学類

医学類，薬学
類，創薬科学
類，保健学類

文学部，教育
学部，法学部，
経済学部，医
学部，薬学部，
工学部

文部科学省「平成25年度科研費
（補助金分・基金分）の配分につ
いて」より

※2014年度 新規＋継続合計

■2013年度，新規採択件数は全国で17位
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